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はじめに

本研究は， 上流社会の肌穏としての白小袖が
表着に至る過患において， 下級服飾の上級服飾
に及ぼした影響について考察しようとするもの
である。

小袖とは， 装束の大袖に対する語で， 袖の大
小とは， 袖付に対する袖口の大小とも言われ，
また挟に丸みのあるもの， すなわち丸袖のもの
を小袖とも言っている。 着用法からいえば， 公
家や武家の装束の下着であり， 庶民の平常着で
あったとされている。 平安・鎌倉・室町・安土
桃山と時代の推移にしたがって， 政権の交代と
それに伴う生活保式の変移から， 公家や武家の
服飾は， 前代の盛装がいつしか略装にというよ
うな形式でしだいに簡略化の途をたどり， 他方
産業・流通・経済の発達や都市の繁栄による生
活上の余裕から， しだいに裕富になっていった

庶民の服飾は， 溺記法華経冊子下絵 (図1-5 参
照〉などに見られ， また “下璃の著る手なしと
いふ布着物を着て"と「古今著間集巻2 0魚虫禽
獣J 1) にも記されいる手なしゃ筒袖という簡略
な形態のものから， 後を持った小袖に至る。 庶
民の衣は， もとより一枚着であり， したがって
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表着としての小拙は， 白小袖から色，J、袖， もょ
う小袖へと上級化の傾向 を示し， やがて戦国時
代の終結期を迎えて， 織豊政権時代の泰平の世
に身分階級を問わず， 上下ともども， 生きる
びを謡歌するとき， 高尾観楓図(国1- 6参照〉
などにあらわされた小袖・帯の形式の確立をみ

るというのが， 服装史上， もよう小袖成立への
通念のようである。 しかしここでは， 簡略化と
いうことばの中に， 下服の上服への感化を推察

して， 公家および武家服飾に関する見解をさら
に詳細に考察して， もよう小袖研究の緒とする
ものである。

1. 袴の上の大袖と下の大袖

1. 装束の下着としての白小袖の登場
装束の肌着に自小袖が用いられるようになる

のは， 鎌倉時代ごろからと思われる。「権記J2)

J�弘8年(1011)10月16日の条に α装束， 先着

中損害着無袖， 大口抱一環， 表袴下路 "とあるな
かで， 無袖とは， 貫頭衣から発達した
形式の手なしとも称されるもつとも1簡百笥1単な3衣交の
肌着着‘と思思Lわれ， これは， やがて白小袖に定着し

ていくことを起想させる好資料であろう。 さら

に， 下着という明 示はないにしても「長秋記J 3J
長 永3年(1134)10月5誌の条に α馬場始也
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図1 . もょう 小袖成立への系諮

1. 素裸に袴活用(北聖子天神紋起絵巻) 2. 下策に 小袖着用(平i合物語絵巻)

3. 公家生活のようす(源氏物語絵巻 竹河)
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街l務化
表出化

6僧2. 庶民の小袖(高足農見松田)
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t:þ略給袈裟拝，J、袖失"と， また「兵範記J 4)仁

平 2年(1152)12月10日の条にも唯n仏率五日，
中略各賜小袖ー領"と， 小袖を賜わったことが
記され， 平治物語絵巻の三条院焼打ちの条に描
かれた女性の装束にはこの白小袖らしきもの，
あるいは鈴木敬三氏もf服装と故実」日に αは
だけた衣の下より小袖袴を覗かせ， 吏に下着の
ままの姿も見せて居り， それらの小袖は白地に
銀 を以て菊花文様を散らして"と示すように菊
花文のもよう小袖までが 見 出 さ れ(園1-2 参
照)， さらに「古今著開集 巻15宿執J引の承安
3年(1173)8 月 7 日の条可、袖のうへの志た
がさね， うへのきぬ計をきて下略"の文章はこ
の形式を示すものと思われる。

しかしながら， それ以前「西宮記巻1 j訪拝j引
の承平7年(937)7 月 5 日の条に収即位時中略
小袖下略nおよび「問書 券17天皇礼服」引の項

にα赤大袖縫日月山形，虎猿等形，同 色小袖下関各"
と記され， 1""延喜式 巻45左右近衛」引に α凡正
月7 13 ，中略紫 小袖，錦小袖"およびf問書巻48

左右馬J 10) につし行幸御馬，中路 錦小袖， 錦紫
両色'J、袖"などとあらわされた小袖は， 文武天
皇の大宝元年 (701) 唐制を模して制定された五
位以上の者の大礼服の具で， 筒袖・盤領の類と
みなされている。

2. 袴の上の大袖と袴の下の大袖

したがって， 公家装束の古式は， 北野天神縁
起絵巻の第8巻， 日璃上人六道めぐりを描いた
地獄絵中， 鬼に引かれる垂髪の死者にも見られ
るように(園1-1参照〉自 小袖の脱着を用いず

素裸に袴をつけて大袖の上衣を重ねていく収袴
のよの大袖"の着装法であった。 ところが， 武
家装束では， その活動性のために大袖の上に袴

をつける(大袖の据を袴に着込める〉 α袴の下
の大袖"の形式をとった。 日野商資孝氏は「閣
説日本服装史J 11)の中で， これを全身衣的形式
と上下形式と表現している。 (活動性という点

では， さらに盤領が小袖風の垂領に代ったこと
も指摘される。 )このような着法の公家式から武
家式の推移は， すでに小袖が表着になるための

ひとつの契機であったと解される。 ゆえに，16 
世紀以降， ノト袖がわが国の正 式の服装形態、にな
り得た根源を考えるとき， 12世紀ごろのわが国
の社会構造の変革にまでさかのぼってみること
の必要性を感じるわけである。

ll. 狩衣・水干・寵垂

一般に，公家系の男子服飾としては，束帯そく
たい ・布袴lまうこ・衣冠いかん・夜衣のうし・狩衣かり

gぬと狩衣系統の布衣lまい・退紅たいこう (荒染あら

ぞめ〉 ・白張はくちょう(如木じよはく〉・褐衣かちえな

どを，また武士系の男子服飾としては，水干すい

かん・宜主主ひたたれと荘重系統の大紋だいもん・素襖
すおうそして肩衣袴かたぎ山まかま・持かみしもなどを

指すわけであるが， ここでは狩衣以下の公家系
服飾と直垂以上の武家系服飾に藩目したい。 な
ぜならば， いうまでもなく， それらの服飾は公
家服飾から武家撮飾への過渡的要素を含んでい
ると思われるからである。

1. 武家の登場

人口増加に伴う口分間の不足を補うために定
められた三世一身法 (723) や裂回永 代私有令
(743)によって， 律令制の根底をなした班回収
授法は その秩序を乱し， 私有地を拡大した荘園
の荘官は豪族となり， また， 地方官の国首とそ
の子孫は解白状の受 け渡しの滞りにより土着の
豪族となって， 出 挙の苦難から逃避した貧窮農
民の浮浪の徒を集め， 兵土として替え， 武力を
義い， その勢力をしだいに強化して武士団を形
成した。 さらにある者は地方の治安警察のため
の検非違使や押領使となれ また， 中央の身分
ある者の護持者となって， 自ら公的権威を帯び
ることを望んだ。 宇 多天皇のとき(894-898)
宮中警護のために置かれた滝口や， 院政時代の

嘉保2年(1095)白河法皇が院のために置いた
北面の武土がそれである。

一方， このころの公家社会の預廃的傾向 は律
令体制の崩壊を一層早め， 権威的主導者として
の武家の力の増強を助長する結果となった。
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2. 武家社会の意識構造
武家社会を支え賞ぬく精神に武士道という語

がある。 このことばは後世のもので， 当時にあ
っては「源平盛衰記巻2 0J 12)東鑑6 月24日の条
には勇士の法， r吾妻鏡 llJ山建久2年(1191)
6 月 2 13 の条には勇士の道， í太平記巻lOJ 14) 

新国義貞謀叛事付天狗懐越後勢事の項には弓矢
の道， r吾妻鏡2 5J 15 )承久3年(1221) 7 月 2 日
の条には弓馬道などと見出される。 勇・弓矢・
馬ということばであらわされた武士道とは何で
あろうか。 それは「太平記巻1 0J 16 )が前掲問項
に α死ヲ軽ジテ 名ヲ重ズノレヲ以テ 義トセリ"と
記す精神の基に置かれた主従関係にあった。 す
なわち， ①主人を重んじ， 名を重んじる， @古
くは万葉集にさえ 択とりがなく 東男は出で向
い 顧みせずて 勇みたる 猛き軍卒下略"と
詠まれ， 当 代の戦記物にしばしば描写された，

進むを知って退くを知らず， 敵に背を向けずの
精神のごとく， 死を持って勇を尊び， ①日常生
活では， 武術に励み， 質素倹約を旨とする， と
いうものであった。

したがって， その瓶飾は， 世の実権を握った
者の服飾といえども， 全く異った社会背景の中
で， 王朝を華やかに飾った公家の服飾がそのま
ま存続するはずはなく， 公家社会の伝統に支え
られた文化の典雅さは， その服飾によるところ
も大きかったが(図1-3源氏物語絵巻， 竹河，
参照)， それにひきかえ， 新興の地方文化は荒
削りの粗野なもので， あくまでも武威に重きを
置いていた(図1-4 男会三郎絵詞〉。

武士の附強さと公家の脆弱さの対照を「愚管
抄巻6J 17)は， 文 治6年(1184)3 月 4 日， 頼
朝一行が 東大寺供養のために上洛した雨のおの
光景として， α大雨ニテ 有ノレノレニ ， 武士等ノ、レ
(我〕ハ， 雨ニ ヌノレノレトダニ 忠ノ、ヌケシキニテ，
ヒシトゾ居カタマリケノレコソ， 中々物ミシレラ
ン人ノ 為ニ ハ， ヲドロカシキ程ノ 事ナリケレ"
と記している。

武家生活の質素倹約振りも， 往々語り伝えら
れているものであるが， なかに衣服に関する例
として「吾妻鏡3 J 18)元麿元年(1184)11月21

日の条に 伏今朝武衛oì闘賞務有ュ御要一， 者ニ
筑後権守俊兼一， 俊兼参ュ進御前一， 而本 自為
レ事ュ花業者也， 只今殊昂IJニ行粧ー著小袴!-余
領， 其袖妻重色々， 武衛覧レ之石ュ俊兼之刀一
部進レ之， 自取ニ彼刀ー令レ切ニ俊 兼 之 /J、 袖

給， 後彼レ仰日， 汝富ュ才輪一也， 霊童レ
存ニ倹約哉ザnと頼朝が藤原投謙の10余領の霊
ね小袖の華美な姿態を戒め， 自らの刀でその擦
を切り落して倹約を説いて聞かせたことを記し
ている。

しかしながら， 中世の武家社会は， 近世のそ
れのように確立体制によって統制されたもので
はなく， 公家が武家社会の影響を受けて諾々変
貌を遂げたのと同 様に， 武家の側でも， しばら
くの開は公家社会の影響を受 けつつ， やがて武
家中心の社会を確立させるに至ったのである。

3. 公家社会と武家社会の混同!

武家社会の拾頭にますます動揺した公家社会
は， その威力をほとんど失って衰退の途をたど
る一方であった。 当時の公家にとっては重要な
公務であった儀式 で さ え も， 開始時間の遅延

( f"玉葉53J 19)文 治4年(1188)正 月 7 日の条
に α比日白馬節会也， 中略 万事只有催促之煩，
吏無合期之事"， また「明 月記J 29 )建麿2年(12

12) 11月12日の条に α近 代事万事只遅怠， 次第

避々甚々無心也nと記す)， 参列者の櫨減(r花
園院震記J 2日正 和 6年(1317)3 月訪日の条 “石
清水臨時祭中路公卿四人也"とある〉中途退出
(前掲問書2幻伺正 月1613 の条に α参列以後直退
出nとある〉と， 頚躍の気によどんでいた。 京
の都には， 夜盗・盗犯が相次ぎ( r明月記J時
嘉穂2年(1226)6 月23日の条)， 都に上った
検非違 住さえ， むしろ頚廃的傾向に揖入して，
その任を果し得なくなっていた(r吾妻鏡7 J24) 
文 治3年(1187)10月3 日の条〉。

このようなとき， 有力な武士は， 宮廷に勤務
することを志願し， 饗応の品々を持参して上洛
することも 多 か っ た( r勘仲記J 25 )永 イ二2年
(1294) 3 月 5 日の条〉。 ということは， その

ような品物を受 け取って， 重任を武士に明 け渡
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す公家も多かったということを示す も の で あ
る。

こうして， 公家が武家化し， 武家が公家化す
る社会で， 服飾界に新鮮さはみられず， 在来の
ものの略化ばかりで， 武人のものであった直垂
さえも公家階級の中心的服飾になる世相であっ
た。 したがって， やがて， 当時私服であった小
袖が， 片衣(肩衣〉や打掛をともなって盛装と
なるころ， そこには服制上の下魁上があったと
見なすことができるのではないだろうか。

4. 服装の変遷
公家社会において， 束手持が最上の盛装， 車衣

が私的平服であったのに対し， 狩衣は学のごと
く遊猟用で， 古くは「日本紙略前編1 4浮和J 26) 

の天長6年(829)10月丙炭の条に
猟ュ水羅J鳥日， 御 ュ紫野院-) 山城田献物
日暮雅楽寮奏ュ音芦- ) 侍毘拝狩衣

とあり， また「伊勢物語 1 J 27 )には
むかし男うひかうぷりして， ならの京かす
がの里に志るよししてかりにいにけり中略
其男志のぶずりのかりぎぬをなむきたりけ
る

また) r同 番 114J叩文意より仁和2年(886)
のことを記して

昔仁和のみかどせりJI[に行幸し給ひける時
中略 すりかりきぬのたもとに書付ける

と見出する。 さらに「段峨野物語J 29)には， 承
保のころ(1074�76)の野行幸のことを

近衛司の!議飼四人， 色々の狩襖ぬひものし
たるを著して， 錦の袴を着， 弓箭をひて騰
をす ゆ

と， あでやかな出立の狩猟光景を記している。
狩衣の一種， 間形で縫肢の褐衣は， 野行幸の

随身の衣に用いられ「扶桑略記 2 3M翻J 30)の延

喜5年(905)正 月 3 日行幸 仁和寺について
近衛中将己下， 皆着ュ褐猟衣当色腰接ー

とあり， また) r問書問」町〉の延喜7年(907)
正 月3 日にも

仁和寺行幸時， 先々諾衛中少将位等審品掲

衣ーと記され) r問書24醍醐J 32)延長 6年

(928) 12月5 13 ) 大原野行幸には

諸衛官人著ニ褐衣腹巻行勝一
と記されている。 背や袖に熊や獅子や花鳥の丹
文のいわ ゆる蛮絵 をつけたものも多い。 r西宮
記 巻17里子行幸J 32)延喜18年 (918) 10月四日の北
野の野行幸には， 育趨麗雲雁尽褐衣とある。

布衣は， 本来布製の狩衣， のちに無文平絹の
狩衣を指すようになり， 比較的上位の供奉の者
に用いられた。 r古豪:談 1王道后官J 34)覚和元

年(985) 2 月13日の条に紫野の御幸供奉に

中納言文範， 布衣 ， 顕光， 重光， 保光， 右
近中将義懐散三位， 布衣， 参議忠清右近衛
智， 布衣， 公季布衣， 右近中将道隆散三位，
布衣， 公卿悉騎馬，

と， また) r百錬抄 5白河J 35)永保元年(1081)

10月14日の条に八I[藩行幸には
義家朝院著ュ布衣ー

と記され， その後の見出も多い。

ところが) r問書 7 後白河J36)の保元 3年(11

58) 3 月 3 日の条には
近日， 蔵人五位等連署， 訴ニ申有文狩衣停
止由一的被レ許レ之

と， 狩衣が上服イちされていく様が伺われ) r吾
妻鏡15J 37)建久6年(1195)6 月24日には

将軍家Oì原頼朝 御 参内， 若君織物狩衣
と， また「玉葉66J 38)の建久7年(1196)3 月

2 日には
後騎左近中将親 能朝臣) 1手線綾，桜溺貧狩襖，
唐紅衣

とあり) r明月記J 39)建 仁2年(1202)6 月13
白には， 御 幸の供奉に，

人々皆著ニ狩衣ー， 毎夜京日バコ是

さらに「同 書J 40)翌年(1203) 8 月24日には， 平
等院の仏事に布衣着用のことが記されるなど，
狩衣・布衣の用途は広汎におよび， それととも
に服飾上の地位の向 上を示すものである。 しの
ぶ摺りなどの染めの狩衣は上級化するにしたが
って，浮線綾等の織りもょ うのものになった点，
また狩衣と布衣には， 王朝以来， 草色目の構成
美が受け継がれていた点に留意して置かなけれ
ばならない。 r枕草子 282 かりぎぬはJ 41)の項に
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は， 作者清少納言の好みの草色白が記されてい
る。

かうぞめのうすき，おき，ふくさのあか色，
松の葉色したる， 青葉， さくら， ゃなぎ，
また， あをき， ふぢ下院各

このころ， 従者の衣である石具装束に， 褐衣
と並んで， うす紅色の麻地の抱に黒の袴の退紅

または荒染， 車副や松明 を持つ任の白了の着る
白い布の衣である自 張または如木と， 盤領であ
りながらその領をはずし， 衣の挺を袴の中に着

込めるなど， 着法を活動的にした水干が詞立っ
てくる。 r小右記」判長和4年(1015)6月14
日の条には

真弘装束下袴下著ニ水平袴}

また， r日本紀略 後編1 3後一条」 ω 長和5年
(1016) 5月 1 日の御続経始に

公卿以下著ニ布衣持水子装束ー
とあるのが古いもので， r古事談2臣節J 44) の

康和2年(1100)ごろのことに， 結水平とi記さ
れ， 牒和3年(1101)作成とされているf枕草

子 11 9あはれなるものJ 45) に

紅のきぬ， すりもどろかしたるすいかんば
かまにて， うちつづきまうでたりける下略

また， r続世継6旅寝の床」抗〕に
白河院の殿 上人に， むさのさうぞくせさせ
て御覧じけるに， 志げめ ゆいのすいかんさ
て， ゃなぐひをひ給へけるこそ， 志なすぐ
れておはしける下略

さらに， r台記j川久安2年(1145)9月18日

有ニ六番競馬ー水子， 冠，

そして「本朝世紀j耐久安3年(1146) 7月18日
今日為義著ニ繰色水子一

と続き， r台記別記J 4 9)同年3月28悶には

入道腕何!賀o藤原忠実七晴雑卒中路退紅
と見え， r同 書J 50)仁平3年(1153)11月26日，

今日詣ニ春日- I=þl略箸ニ水子
と， r山位記J 51)永暦2年(1161)4月25日，
遠所行幸之時相具下部事に

下部署ュ水平/J、袴ー此時也，f牛装束水平者，
紺藍摺然ュ式法一

同 書52)7月13日の条には

招ュ滝口於右近馬場一競馬云々 ， 滝口料設
ニ水干袴ー， 朽葉J.!ß子結水子， 紫袴摺 中路
水干又任レ意裁ニ入 錦繍ー云々

と， 摺， 鹿子結， 錦繍と染織技法上華やかにな

ったことが記され， r古今著間集 巻2釈教」叫に
は， 承安2年(1172)7月16日のこと

白張に立烏帽子きたる男のわら沓はきたる
が， 下.���

と， そして「真俗交談記J 54)の同年の記に退紅

を「山位記J日) 治承 4年(1180)3月 4 日に
検非違使源光長白張， 冠

と 見 出 さ れ， r吾自鏡4 J叫には， 元暦2年
(1185) 8月初日， 源頼朝さえも糠色の水干を
用いていることが記されている。

ここで， 鎌倉幕府設立前後の約20年間の古記
録をみると「射礼私記」の文治5年(1189)正

月 2 日
御弓始の射手， 中路若き射手などは， 紅梅
くれなゐ等の水干を著する事， 常の義なり

源頼朝入洛の行列をと記して， r吾妻鏡1 0J 57)文
治6年(1190) 11月 7 日に

ニ位家折烏限子， 絹紺青丹打水千袴
「明月記J 58)正 治2年(1200)12月2513 ， 仁王
会の装束に

今度水干装束不レ及ュ華美曲折風流ー中路
雑経隆{中等著ュ藍摺水平一， 此事不レ可レ
然欺， 基家唐物衣， 駿葛青色水平， 仲経綾
紺葛7k干çþ路{言i青9�P樺色水干下略

と， このころになると水子はもはや従者の盛装
に用いられ， と向時に直垂の見出もこのころし

だいに多くなり， 前記のように狩衣・布衣が殿
上人の盛装であったのと考え合わせて， 恐らく

この時期が公武服飾の最も複雑に入り混った時
期ではないかと推測される。

狩衣は， やがて， r玉蕊」に建暦2年(1212)
3月21日の宣旨として

鵠近衛官人日下衣服
金銀珠鏡， 錦織綾羅， 織物袋薄 ， 狩襖撞

裏可ュ停止一
織物狩衣， 侍包巴下不レ可レ著レ之， 但禁

色之入手L制限}
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閤2. 簡略化される武家服飾変遷の図

1・1. 直衣・狩衣・退去工・白張(石山寺縁起絵巻)

1 -2. 直衣(紫式部日記絵巻) i胸3. 野行の狩衣(小野gj'・見併さ針金一巻)

1 -4. 布衣 1・5. 褐色 i岨7. 白張
(春日権攻験記絵巻) (年中行苓絵巻) (春日経現験記絵巻)
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2 -1. 盛装の狩衣(三十六歌1111、 減反之像) 2 -2. 狩衣・水平・I直黍(北野天神縁起絵巻)

2・3. 下人の水平(億食山紋起絵巻) 3 -1. 1主人の水平(春日縫王立験ilc.絵巻)

3・2. 下人の直霊(春日綴王立験記絵巻) 4ィ. :!聖人の直黍(足手Ij義教像)
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4・3. 素襖(i酋飯総絵認)

4 -2. 夜霊o蕗奴論絵詞)

5・1. 素襖(武凹信玄像)

5・2. 肩衣・袴(溜飯総絵詞) 6・1. 肩衣 ・袴(織国信長像) 6・2. 小袖・袴(務馬図)
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と， 騎馬の官人の華美な衣服着用が禁止され，
「浄 明珠院装束抄狩衣部類所救Jの嘉踊 4年(12
38) 7月訪 日の条には

将軍社参之間，八幡宮ノ 参詣ニ ，狩衣ヲ被レ
用

とあり， I1調太麿J 59)良和 4年(1348)12月20日
の条には

公定朝臣参ュ仙洞ー)務木浮線綾狩衣文竹
立涌也と， また「向者iJ 6 0)同年同月25日には

年始沙汰始時， 件衆 著ニ狩衣ー
とi記され，1 花営三 代記J6川こは，貞治7年(1368)
4月27日

左馬頭殿O足手IJ義潟 御評定御出仕始御装
束狩衣

とある。 しかしこのころから， 狩衣の見出は急
減しはじめ， 南北朝のころから一層目立ってき
た車重がこれにとって 代る。

直2震は， はじめ， 垂領大袖の庶民の衣， また

は寝具であったが， のちに公家も用い， 女子も
桂と同類に小袖の上にはおって用いた。 ところ
が， 戦乱の陣地で用いられたことから武家の平
常着となったもので， 1 吾妻鏡J 1 明月 記jに

は頻出している。 1 太平記 24 天龍寺供養事付大
仏供養家:J 6 2)康永4年 (1343) 8月29日の条に
は， 十六人， 染尽シタノレ色々ノ直垂， とあれ
「同 書 40中殿御会事」ω貞治6年(1367)3月29
白の条には， 地白ノ直霊ニ金銀ノ薄ニテ四ツ目

結ヲ挫タノレ， 地自ノ直垂ニ銀薄ニテニツ雁ヲ挫
地白ノ直垂ニ金薄ニテ村蝶ヲ押， 地呑ノ直撃ニ
ニツ筋違ノ 中ニ銀薄ニテ程表ヲ押， 寝室ニ金簿
ニテ大菱ヲ押， 地黒ニ茶染直垂ニ金薄ニテ大筋
鑑ヲ押3 地自紫ノ 片身易ノ直垂ニ金銀ノ薄ニテ
十六回結ヲ押， 地白ニ金泥ニテ洲流ヲ書タノレ，
地カリヤスニ銀泥ニテ 水ヲ 書， 金泥ニテ難冠木

ヲ番タノレ直主主， と箔や泥 により， それまでの有
職文様とは異った武家様の文様が施され， 15世
紀になると， 1 花営三 代記」附応永31年(1424)
正月 2 日， 年始に着用のことが記され， 1長禄
二 年以来申次記J 65)の正月期 日，

白き御直垂は正月対ケ日ともにめさるるや
また， 「宜胤卿記J 66)文明12年(1480)正月1013

今日室町殿年始参賀， .ÞP洛早朝来レ輿，直主主
先参ェIJ、)11- 下略

と， 将軍の盛装に用いられる程になった。
次いで「政家公記」の延徳、3年(1491) 8月26

日 将軍出征のことに
武家衆或鎧直垂或カタギヌ際iノハカマ

また「親長卿記J 07)明応 8年(1499)12月27おの

条には片衣IJ、袴， と見られ， 1 政家公記」明応
10年(1501)9月 9 日の条に， スワウ， とあれ
「親俊 日記J刷天文 8年 (1539) 正月 4 日の条
に， スワウ， カタキヌ， と見えて， 武家服飾が
さらに簡略化されていくことを記している。
やがて， 1大館常与日記J 69 )天文10年 (1541)
11月29日の条には， おり物小袖のことが， そし
て天正年間， 織同信長の筆記「総見記f川こは，
しだいに整えられてきた小袖姿が見られ， こと
に天王 9年(1581) 2 月28符の大臣家織同信長御
馬揃事として

御 小人衆赤キノj、袖， 紅地白ノ 肩衣， 中略俳[1
j爾ニ召サレ候各[1小袖， 紅梅ニ 自ノ段々ニ桐
唐草ナリ， 其上ニ謂江・ 錦・手[1小袖， 中11臨
御数隣国ノ面々 ， 何レモ我劣ラジト結構ヲ
尽シ各出立， 面々ノ 装束下ニハ過半 紅梅 紅
筋上巻八薄 絵 唐縫物金欄 唐綾狂文ノ 小袖

と記されている。 さらに， 天正1口7年(α1 5部8 9的〉刊，

{伊予勢貞!順|眠民の「豹文書J 7 
無紋の小袖の事， 赤根 之A小、袖之事， くれなひす
ぢの小袖之事， ーツませの小袖の事， 紫 の小袖
の事， 梅 ぞめの小袖の事， ちゃぞめの小袖の事
志ゾらの小袖の事， ぬひ物の小袖の事， はゾの
小袖の事.， 自き小袖の事， すりの小袖の事， め
ゆひの小袖の事， 鹿子小袖の事として， その用
法を記し， r駒井 日記J 72)文禄3年(1594)3月
3 日秀吉の郡山舞台における観能に際して

1. 関白様江 大かた様与 御進物
1. 白あや小袖1 1. ぬいはく同 1 1. 
かうばい同 1 1. ぬめのたん小袖 1 下略
1. 関白接江大和御うへ様与 進物
1. からをりIJ、袖 1 1. 絡はく小袖 1
1. 織すぢIJ、袖1 1. ぬいはく小袖1
1. 紅梅 小袖 1 -f略
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と記しているのは， 華やかになってきた小袖染
織と， 次 代の小袖文化の登場を物語るものであ
る。

以上， 公家装束から武家装束への変遷は， 下
服がしだいに上服化することを明 らかにし， さ
らに， 上服となった狩衣， 布衣は草色目による
構成美， また狩衣は， 浮藤綾や顕文紗の有職文
様による織もように限られていたが， 水平， u主
垂 に至っては， 武家中心の社会下で武家的性格
を強めていったことをど示している。 荒自IJりから
出発して， 勢力拡大に野望を燃やし， 質実関IJ健
の精神を根底とした武家文化は， 足利氏の室町
文化でさえも， その流れにさからうことはでき
ない。

よって， 前 代， 染めよりも織りの方が上等と
されていた観念は， 染めに金 ， 銀 の箔押しや縫
が加えられることにより， 織りと向格に高めら
れ， やがて， 表衣化する小袖におよび， それを
日常着以上のものに育てていったと解される。

国. もようと小袖の発生

直垂が礼服となるころ， 麗垂 の菊緩の位置に
大きな染めもようを施した大紋が登場し， これ
もやがて礼服に至る。

もよう小袖の発生は， 武家社会のこのような
服装略化の影響と， 宋・明 貿易がもたらした外
来染織や能楽の能装束からの影響など， 社会的
文化的背景を基にして促され， 武将や富裕な町
人の開に急速な発達を遂げていった。

当時， 簡素な生活から生まれた単純化された
服装は， さらに整えられた形式の東山文化のわ
ぴ， さびの美意識の中で， 典雅な重色目の大振
りの装束よりも， 鈍い光の基で， いきおい， 染
めに摺搭， 縫箔や金銀 糸を混じえて織り込んだ
もよう小袖の方がふさわしく， 次期， 江戸時代
に至っては， 小袖の服飾的特色を一層発揮して
いくわけである。

あとがき

以上は， 小袖研究の蔚芽期を考察する場合，
それのみを対象とするのでは不十分で， それを
生み出した周辺とのかかわりあいの中に， より
鳥轍的な物の見方が可能ではないだろうか， と
いう観点からの試みである。 もう一面の庶民生
活の向 上と小袖の発達について考えることを次
の課題として， 小袖発生の問題をさらに究明 し
て整理していきたい。
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長禄二年以来EJ3次記 p187 1894 

66) 増補「史料大成j刊行会編i曽術史料大成44

宣胤勝記-pl25 臨川書rS 1965 

67) 増補「史料大成j刊行会編増補史料大成43

親長婚記三 臨川主主席 1965 

68) 続史料大成干Ij行会編続史料大成13 親侠日記

第 2 p163 焔JIJ:tき庄 1967 

69) 大館尚氏記 坪井九馬三・日下露校訂 文科大

学史誌議妻子第 11欧第11冊 大館常.Éj・日記 p58 

古川半七等刊 1898 

70) 近藤瓶城編史籍集覧織問箪記 近藤活版所

1885 

71) 続群番手狽従完成会編続群書類従24斡下巻

第687 豹文書 p31-35 1932 

72) 近藤瓶城編改定史籍集覧25新加寄別記類第61

駒井日記 p539. 540 近藤活版所 1902 
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悶 版転 戦 文 献 ト6 問書 同 1969

図工 1-7 同書 向 1969

1 日本絵巻物全集 8 角Jlliき庖 1959 2-1 歌仙・三十六歌仙 東京美術青年会 1972

2 原色日本の美術 8絵巻 小学館 1968 2-2 日本絵巻物全集 8 角JII望書j苫 1959 

3 服飾史図絵 上 駿々堂 1969 2-3 服飾史図絵上 駿々堂 1969

4 日本の美術 2絵巻 �文堂 1966 3-1 日本絵巻物全集15 角川書庖 1963 

5 問書 26服飾 同 1968 3-2 同委 関 1963

6-1 問書 20初期風俗画 同 1967 4…1 日本の美術 8肖像画 安文主主 1966 

6-2 服飾史図絵 下 絞々堂 1969 4-2 服飾史図絵 下 駿々堂 1969

図2 4-3 同番 問 1969

1--1 日本絵巻物全集22 角JII察局 1966 5-1 日本の美術 8肖像閣 安文堂 1966

1-2 服飾史図絵 上 駿々堂 1969 5-2 服飾史図絵 下 駿々堂 1969

1-3 日本絵巻物全集17 角JII番j苫 1965 6-1 日本の美術 8肖像画 五文堂 1966 

1-4 服飾史図絵 上 駿々堂 1969 6-2 服飾史図絵 下 駿々主主 1969

1-5 同議ー 同 1969 
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